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はじめに 
 
 
１． 策定の趣旨 
 当社は、平成９年２月に新久米島空港タ－ミナルビル完成と共に設立され、１９年目を迎えており

ますが株式会社としての安定した経営のみならず、空港を利用されるお客様の安全かつ快適な利

用に必要な機能を備えた、久米島地域における空の玄関口にふさわしい施設としての運営に努め

る必要があります。 
 そのため、「久米島空港のさらなる進化への取組と新しい空港運営の事業基盤の強化」を掲げ、

目標を達成するために計画の基本方針及び短・中長期計画を策定します。 
 
  
２． 現状と課題 
 久米島空港における搭乗降客数は平成９年の２８万人をピ－クに年々減少し、リ－マンショック及

び東日本大震災等による旅行自粛等もあり、平成２３年度では２２万人まで利用客数が減少しまし

た。 
 近年は円安等による国内旅行ブ－ムによって徐々に回復の兆しを見せており、フジドリ－ムエア

ラインズによるチャ－タ－便が就航した成果もあり、平成２６年度では２４万人まで回復しております

ので、チャ－タ－便の定期便就航に向け、関係機関と連携し取り組んでいく必要があります。 
 搭乗降客数は持ち直しつつあるものの、空港ビル内において営業を営む物販飲食店の収益確

保には程遠く、テナント事業者の撤退が相次ぎ、当社の主要収入である賃貸料金の減少を招いて

おります。 
 さらに、塩害腐食による施設の老朽化が著しく、雨漏りや外壁の落下、各種設備の更新等、多額

の設備投資が必要な状況にありますが、平成２２年度（第１５期）から２５年度（第１８期）まで累積赤

字が続き、人員削減等により平成２６年度で解消しているものの、依然経営的には厳しい状況が続

いています。 
 このような現状と課題に取り組むためには、計画の基本方針及び短・中長期計画を策定し、抜本

的な見直しをおこなう必要があります。  
 
  
３．計画の基本方針 
 短・中長期計画期間を平成２８年度から平成３７年度までとし、「経営の安定化」「安全で快適な施

設運営」「タ－ミナルビル利用の活性化」の３政策を柱とし、以下のとおり計画期間中の目標を定め、

目標達成に向けた事業を展開してまいります。 
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・対応策方針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久米島空港タ－ミナルビル株式会社 短・中長期計画 

（短期目標値） 
・繰越利益金の増、修繕積立金１千万円の確保 
（中期計画値） 
・繰越利益剰余金４千万円の確保 
（長期計画値） 
・町派遣職員の引上げを検討、繰越利益剰余金

８千万円の確保 

（短期目標値） 
・ビル施設の耐久度調査 
（中期計画値） 
・「タ－ミナルビル整備計画」の策定 
（長期計画値） 
・整備計画に沿った事業の実施 

① 経営の安定化 ② 安全で快適な施設運営 

（短期目標値） 
・「タ－ミナルビル活性化委員会」の発足 
（中期計画値） 
・「久米島空港タ－ミナルビル活性化計画」の策

定及び事業の実施 
（長期計画値） 
・計画に沿った事業の実施とフォロ－アップ調査

の実施 

③ タ－ミナルビル利用の活性化 

（経営の安定化）＝計画期間中の繰越利益剰余金８千万円を目標とする。 
（安全で快適な施設運営）＝タ－ミナルビル整備計画の事業実施率８０％以上を目標とする。 
（ﾀ-ﾐﾅﾙﾋﾞﾙ利用の活性化）＝活性化計画に沿ったイベントに対する満足度８０％以上を目標とする。 

経 営 目 標 
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  短・中長期の目標値                            
 
 政策目標の目標値を以下に設定しました。 
 
 
 

    政   策   目    標    値     
 
 
 
   【政策目標】         【短期目標値】         【中期計画値】      【長期計画値】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・繰越利益剰余金

額を修繕積立金と

して１千万円確保

する 

・繰越剰余金４千

万円の確保 
・空き店舗 
２店舗→０店舗 

・町派遣職員の見

直しを検討 
・繰越利益剰余金 
８千万円を目指す 

経営の安定化 

安全で快適な施設

運営 

ビルの耐久度調査

を実施し、建物並

びに設備の劣化状

況を把握する 

「ﾀ-ﾐﾅﾙ整備計画」

策定と事業実施率

50%以上を目標と

する 

整 備 計 画 に対

する事業実施率

80%以上を目標

とする 

ﾀ-ﾐﾅﾙﾋﾞﾙ利用の活

性化 

「ﾀ-ﾐﾅﾙﾋﾞﾙ活性化

委員会」を発足す

る 

「活性化計画」策定と

計画に沿ったｲﾍﾞﾝﾄ

に対する満足度 50%
以上を目標とする 

計画の見直しをお

こなうと伴にイベン

トの満足度 80％

以上を目標とする 
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 目標値の設定根拠                            
 
 
（１）経営の健全化 
  

① 繰越剰余金額を確保し、修繕積立金へ充てる（短期計画） 
長年の懸案事項でありました２階空き店舗の長期契約（半面積）を平成２７年１１月から開始し 

ており、収益の増を図ると共に全館ＬＥＤ化を実施し、ランニングコストの抑制を図ると共に徹底し

た経費節減に努め、平成２８年度（第２１期）決算後の繰越利益剰余金額から１千万円を修繕積

立金へ充てる。 
   

② 繰越剰余金４千万円の確保（中期計画） 
空きテナントとなっている１階、２階（半面積）の賃貸再開目標を平成２９年と平成３０年とし、そ 

  の他、広告料収入・施設収入においては、直近の契約状況により試算、飲食店の営業収入にお

いては搭乗降客数に左右されるため、実績額を見込み算出。 
 営業費用においては、ＬＥＤ化によるコスト縮減効果を一層推進し、投資費用の減による減価

償却費の減少により営業費用を試算した結果、中期計画期間中に４千万円の繰越利益剰余金

の確保を目標とする。 
 

③ 繰越剰余金８千万円の確保（長期計画） 
当社設立時の社員は沖縄県、久米島町、航空会社からの派遣で運営をおこなってきており、 

  現在も常務取締役は町派遣であることから、３年に１度の異動等で効率的な組織体制が構築し

にくい状況にあり、給与面においても派遣元の給与形態に準ずることから人件費が当社給与規

定より高いため、平成２６年度からプロパ－職員の採用を実施し、人材育成強化に努めている。 
  今後も会社運営の効率的な組織体制を構築していくためにも、長期計画期間に町派遣職員 
撤退を検討し、社員完全プロパ－化を目指す。 
  経費節減を徹底し、長期計画期間中での繰越利益剰余金８千万円の確保を目標とする。 

  
  
（２）安全で快適な施設運営 
  

① タ－ミナルビル耐久度調査の実施（短期計画） 
ビル全体の雨漏りが多く、雨が浸透したために天上が落下している箇所も見られ、さらには外 

壁の落下等も散見される状況にあることから、利用客が安心して利用できる状態にないため、原

因究明と対策が急務となっている。建物全体の耐久度調査について、施設所有主である沖縄県

と協議し、平成２８年度中に実施する。 
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② 「久米島空港タ－ミナルビル整備計画」策定と年次計画に沿った事業実施率５０％以上 
（中期計画） 

開所から１９年が経過している施設であるため、各所で老朽化が見られ、施設の雨漏り、音響 
 設備の不具合、空調設備の腐食劣化等、利用客への安全性、快適性からも懸念される状況にあ

り、今後、さらに不具合箇所が増大する事が見込まれ、タ－ミナビルの所有者である沖縄県と管

理しているタ－ミナルビル会社での対応を明確にするため、「久米島空港タ－ミナルビル整備計

画」を策定し、中期計画期間中に事業実施率５０％以上を目標とする。 
 
 

③ 整備計画に対する事業実施率８０％以上（長期計画） 
中期計画で策定した「久米島空港タ－ミナルビル整備計画」中で年次的に実施予定である事 

業の進捗状況を適宜把握し、新たに修繕等が発生した箇所との優先順位の見直しをおこない、

長期期間中での実施率８０％以上を目標とする。 
 
 
（３）タ－ミナルビルの活性化 
 

① 「久米島空港ﾀ-ﾐﾅﾙﾋﾞﾙ活性化委員会」を発足（短期計画） 
「久米島空港タ－ミナルビル活性化委員会」を発足し、「久米島空港タ－ミナルビル活性化計 

画」策定に向け協議を開始する。 
  今後は、タ－ミナルビルを利用するお客様だけではなく、島民が集える施設としてのコンセプ

トを持ち、各種イベントを定期的に計画する。 
 

② 「久米島空港タ－ミナルビル活性化計画」の策定、事業の実施（中期計画） 
「久米島空港タ－ミナルビル活性化計画」により、各種イベント等の実施を着実に遂行すると 

共に、実施イベントに対するアンケ－トをおこない、参加者からの満足度５０％以上を目標とす

る。 
   また、各イベント等への要望に対する対応を迅速におこない、多くの参加者が満足できるよう  
  なイベント、継続できるようなイベントを計画する。 
 

③ 「久米島空港タ－ミナルビル活性化計画」に沿ったイベントに対する満足度８０％（長期計画） 
中期計画で策定した「久米島空港タ－ミナルビル活性化計画」により実施してきた各種イベン 

トの参加者数、アンケ－トによる充足度を調査し、適宜イベント等の見直しを実施すると共に計画

イベントに対する参加者の満足度８０％を目標とする。 
 
 
 
 
 
                                                                     



－収　　入－

－支　　出－

－営業外損益－

③施設収入＝施設収入は、自動販売機やゲ－ム機等の売りが主になり、乗降客数にも大きく左右される
ため、過去５カ年間の平均額を基に試算する。

①受取利息＝平成２６年預金利率０．２５％として算出。（定期預金利率平均）

②雑収入＝災害保険等を除き、過去５カ年平均をベ－スとして算出。

③支払利息＝借り入れ返済利息に基づき、平成３０年完済予定で算出。

⑧営業費用＝平成２６年度決算ベ－スに１０％を加算し算出する。

試 算 算 定 根 拠

④委託費＝現在の委託業務から算出する。

⑤修繕費＝現状の老朽化状況から年々、修繕箇所が増えるものとして年間５，０００千円で試算する。

⑥その他＝各経費とも過去５カ年平均をベ－スとして算出するが、租税公課については事業税の伸びを
見込み算出する。

⑦法人税＝各年度の経常収益に対する法人税の算定加算率を加え、町県民税においては確定額を用
い算出する。

④水道光熱費収入＝水道光熱水費収入においては、タ－ミナルビルが支出する水道光熱水費に対して、各テナ
ントの使用面積により案分して賃貸料金と併せて徴収する金額となり、過去５カ年平均の支出に対する収入割合
（70％）を乗じて算出するが、平成２８年度からのＬＥＤ化の抑制効果を加味し算出する。

⑤飲食店営業収入＝平成２５年１０月からタ－ミナル内飲食店の自主営業をおこなっており、平成２６年
度営業収入額の８割を今後の収益額として算定する。

①人件費＝平成２６年度に職員のプロパ－採用を実施し、高卒給与として算出、常務は現職員の昇給見
込みにて算出。嘱託社員は、給料額に変更がないため、現行支給額により試算、パ－トタイマ－、臨時
社員の給料額は、平均シフト勤務時間等に時給額を乗じて算出する。

②減価償却費＝減価償却表より算出する。

③水道光熱費＝各年の天候状況により使用容量が異なるため、過去５カ年間をベ－スにし、平成２８年度から全館
ＬＥＤ化を実施したと想定した削減後の電気料金額で算出する。

①テナント賃貸料＝ＪＴＡ特殊設備使用料においてＰＢＢの更新に伴い、使用料の改定を予定しており、３
カ年のエスカレ-ション方式で見直しをおこなう。２階空き店舗においては賃貸面積が大きいため1/2の事
務所賃貸として、平成２７年１１月からの長期契約として試算。また、残りの1/2の賃貸再開を平成２９年
度、１階空き店舗の再開を平成３０年度として算定する。

②広告料収入＝広告料金においては、島内業者に営業をおこなっているものの、各社ともホ－ムペ－ジが充実し
ているため、新規顧客開拓までには時間を要することから、平成２６年決算ベ－スを見込み算定する。
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